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'nlerevolutionthatbrokeoutin1945wasnotacompletetuningpointinthehistoIYOfIndonesia,
becausethecolonialindigenousbureaucratsandmecolonialbureaucracyasasystemsuⅣived

therevolutionandcontinuedintothenation-stateera.Wh ydidthishappen?Thispaperlooksin

particularattheindigenousbureaucrats,tracingtheiractionsandbehaviorduringandjustafter

therevolutionaryperiod(1945-1950)inWestJava.

Duringthecolonialperiod,theWestJavanesearistocraticclasswascooptedascolonial

administrativebureaucrats,calledPangrehPraja(ruleroftherealm),andhadinfluenceoverthe

indigenouspeople.

Wh entheRepublicofIndonesia(RI)declareditsindependenceinAugust1945,afterthe

Japaneseoccupation,PangrehPrajasoonpledgedtheirloyaltytothenewnation-Stateandnearly

becametherepublicbureaucratswiththecentralgovernment'swillingacceptance.Itfailed,

however,fortworeasons:thesocialrevolutionandtheretum oftheDutch.Thesocialrevolu-

tionsweptthroughWestJava,andinsomepartsoftheregionthetoplocalPangrehPrajawere

oustedandforcedtoflee.ThecentralgovemmentofRItriedtoreestablishtheoldorderby
installingotherPangrehPraja.ThisattemptfailedbecauseoftheDutchoccupationofWest

Java.TheretheDutchattemptedtobuildapuppetstatecalledNegaraPasundan.They
recmitedex-colonialbureaucratsintothestateapparatus,andmanyPangrehPrajajoinedthe

state,eventhough血eyhadfomerlybeenRlemployees.

NegaraPasundan,however,wasnotrecognizedasastatebytheSundaneseandinafew

yearsitwasdisbandedandincludedintotheRl.ThisbroughtaboutacrisisforthePangreh

PrajaofNegaraPasundan.Theywerelabeledas"cooperators"(Co)bytheloyalRIsupporters
(Non).Theywereonthevergeofbeing丘red.Buttheupperechelonfairedwell.Wh y?

First,theywereusefulhumanresourcesinthenewnation-state.neywerehighlyeducated

andhadtheknowledgeandexperiencestoadministerthestate.Second,theyhadaclosefamily

network.nenetworkencompassedbothNegaraPasundanandRI,andattenuatedthesharpat-

tackagainstthoseontheCoside.

* 京都大学東南アジア研究センター ;CenterforSoutheastAsianStudies,KyotoUniversity
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Ⅰ イン ドネシア史における連続性

インドネシア史上,1945年から1950年までの五年間は国民革命期,(旧宗主国オランダから

の)独立闘争の時代と位置づけられている｡ どちらの言葉でこの時期を定義するにせよ,社会

の急速な変容が合意されていることは間違いない｡そのためかこの時代のインドネシア国内政

治を扱う研究は,この時代ゆえに政治的主体となりえた青年 (プムダ)や無法者を扱ったもの

が多い [例えばAnderson1972;Kahin1985;Cribb1991参照]｡インドネシアのこの時代だけ

に焦点を絞るのならばそれでも良い｡しかし,植民地国家 (蘭領東インド)-革命 ･独立闘争一

国民国家 (インドネシア共和国)という少し長い時間軸の中に革命 ･独立闘争期を位置づけ,こ

の時期の社会的混乱が植民地国家 (蘭領東インド)の社会構造にいかなる影響を与え変容をも

たらしたのかを考えようとすれば,従来とは別の主体に焦点を当ててこの時期を見直す必要が

あろう｡

注目したいのは,植民地期の原住民 トップ ･エリートであった原住民行政官 (パンレ･プラ

ジヤ,PangrehPraja)である｡彼らが革命期を生き抜いたとすれば社会構造に連続性が見られた

といえるであろう｡ これまでの研究でもパンレ･プラジヤは制度として,或いは人材として革

命期,そしてその後,社会的･政治的に重要であり続けたとの指摘はなされている [Anderson

1972;Small1964;LeV1966]｡ だが,それらは実証性を欠く,いささか印象論的な指摘に止まり,

1945年から50年までのパンレ･プラジャに焦点を当てた研究はあまり見受けられないし,彼ら

が生き残った理由を説明したものは皆無である｡ 本稿は植民地末期に西ジャワ内の原住民行政

官であったものに専ら焦点を当て,彼らが ｢オランダ対インドネシア｣という二項対立の狭間

を生き抜いたこと及びその理由を示したい｡

西ジャワを取り上げる理由は,首都ジャカルタを囲む地理的要地である上 (図1参照),プラ

ンテーションからの経済的利益も大きく,各勢力にとって垂港の的であったことから,革命期

の荒波に最も襲われやすかった地域の一つといえるからである｡蘭領東インドの再植民地化を

目論むオランダが,最初にジャカルターボゴールーバンドンという西ジャワ中心部を確保した

ことからもこの地域の重要性は分かろう｡

本論に入る前に植民地末期の西ジャワを概略しておきたい｡西ジャワは,1930年代には5理

事州18県からなっていた (図2参照)｡人口の大多数は蘭領東インドの中で二番目の人口を誇り,

ムスリムが圧倒的なスンダ人であるが,ジャワ海に面する北岸地域にはジャワ人も多く住んで

いた｡大きく分けると,西にバンテン地域,東にチレボン地域,南にプリアンガン地域,そし

てその三地区に囲まれるようにボゴール,ジャカルタ周辺地域ということになる｡西ジャワ州

の中心は州都バンドンのあるプリアンガン地区である｡

では,この西ジャワで原住民貴族がどのように展開 ･変容していったのかを見ていこう｡
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図 1 インドネシアの中の西ジャワ州
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図2 1930年代の西ジャワ州の地図

II 1945年までの原住民貴族たち

1. 官吏化する原住民貴族

17世紀,オランダは蘭領東インド (現インドネシア)に植民地支配の第一歩を踏み出した｡以

後,オランダは植民地支配を面的にも質的にも拡大 していき,20世紀に入ると現インドネシア
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の全領域を支配するようになる｡ 統治に当たってオランダが利用したのは,マタラム王国,パ

ジャジャラン王国,テレボン王国,バンテン王国といった (旧)王国の王を祖先とする貴族た

ちである｡ 彼ら貴族たちが県長 (ブパティ)以下のポス トを占めていき,更に彼らは高貴な血

(darahbim)と地位を守るために結婚を通じて姻戚関係に入っていった｡1)その結果生まれた貴

族の血縁ネットワークは,一般住民とは別の社会階層としての貴族層を固定化して社会的流動

性を抑制していくことになる｡

植民地支配が領域支配の形を取 り始めると,その効率的管理 ･収奪のために官僚制の整備が

不可欠となる｡ オランダ人だけで官吏を充填するとなれば,きわめてコスト高の官僚制となる

ことから,原住民に近代的統治の方法を教育して官吏に登用する必要が生じてくる｡ その供給

源は貴族であった｡まず1879年,ジャワ島の三都市 (バンドン,マグラン,プロポリンゴ)に

首長学校 (Hoofdenschool)を作り,県長 (ブパティ)の子弟を受け入れた [Sutherland1973b:

87;Koesoemasoebrata[1929]:100-108;MoehamadHasan[1929]:142-148]｡バンドンに

あった首長学校が,プリアンガン地方の貴族の呼称であるメナック (menak)を形容詞にして

｢メナックの学校 (SakolaMenak)｣と呼ばれていたのは,この学校の貴族中心的性格をよく表

している｡

当初のカリキュラムは教員養成学校のそれと同じで官吏養成用とは言い難かった｡20世紀に

入るとこの学校は教育期間の延長 (3年制から5年制,7年制へ),法学などの導入により官吏

養成学校の色彩 を強め,名称 も原住民官吏養成学校 (OpleidingSchoolvoorlnlandsche

Am btenaren,OSⅥA)となった｡OSVIAの授業料は高く,低所得者層には入学困難であった｡

しかも入学者はバンドン校で毎年15-26名 (1915-27年)でしかなかった｡2)この狭い門戸をく

ぐり抜けるにはオランダ人官吏とブパティの入学推薦が必要であった｡従って,入学において

は,彼らとコネを持つブパティの親族が有利であった｡これは,社会階層に基づく基準を入学

段階で導入していることを意味し,実際のところ入学者は下級メナック以上の子弟が大半であっ

た [Sutherland1973b:200-202] ｡ スカブミ県長の息子で,1930年代後半に OSm の後身

MOSVIAに入学した RGM ･スリアダヌニングラット (RGM.Suriadanuningrat)によれば,入

学者の95%がメナックの子孫であった｡3)

一方,ブパティの候補となる資格としてオランダ政庁は1913年に次のことを定めていた｡

(∋最低でも原住民官吏養成学校を卒業していること (上のランクの学校で,主にオランダ人子

弟向けの上級市民学校 (HBS)が存在したが,原住民はブパティの子弟であっても入学は容易

ではなかった),(丑オランダ語に堪能であること,(む正直 ･有能 ･(オランダに)忠実であるこ

1)その具体的様子については,セラン県県長の自伝に記述がある [Djajadiningrat1937]｡
2)MOSVIA年譜より算出 [GedenboekMOSTu [1929]]｡
3)スリアダヌニングラットとのインタビュー,1998年8月25日｡
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と,④ブパティの出自であること,の4つの条件である｡ また,行政官-の就任に際しては,

｢今でもまだ力を持つ王達,現在のブパティ,或いは有力な貴族と｣親族関係があることを示す血

統書 (stamboek),そしてブパティが認証済みの家系図が必要であった [Nina1998:78-79,149]｡

従って,原住民行政官制の階梯を上がろうと思えば,血筋の良さが常に重要な要素であった｡

オランダ植民地最末期の1942年頃には原住民行政官 トップのほとんどをOSVIA (或いは

HBS)卒業生が占めるという状況であった｡西ジャワでは,18人のブパティのうち17人が確実

にOSVIA･HBS出身者 (約94.40/o),18人の副県長全てがOSVIA･MOSm の出身者 (1000/o),

105の郡長 (Wedana)ポストのうち100のポストが確実にOSVIA･MOSVIA出身者 (中退一人

を含む)(約95.2%)で占められていた｡ そしてその大半がラデン (Raden,以下 R)やマス

(Mas)といった貴族の称号を冠していた｡4)植民地末期には,官吏としての訓練を受けた貴族が

内務行政を牛耳る段階に到達していたといえる｡

以上のことが意味するのは,植民地国家の屋台骨ともいえる内務行政機構は実務能力だけが

行政官の就任 ･昇進を決定するような実務的なマシーンではなく,良い血筋という権威が常に

基準として存在するシステムであったということである｡ こうしたシステムは,原住民側が近

代官僚制を換骨奪胎した結果というよりも,オランダ側が試行錯誤しながら継続した植民地国

家経営の方策の結果であった｡最終的な権力 ･暴力が宗主国オランダにあれば,通常はブパティ

を頂点とするメナック達の伝統的権威に原住民馴致を委ねておけば事足 りた｡西ジャワを含

むジャワ島の直轄領において,原住民内務行政官が一括 して ｢領域の支配者 (パンレ･プラ

ジャ)｣と呼ばれたのは,支配権がオランダに最終的に託されていた事実をふまえれば皮肉な名

称であったが,住民の側からすれば妥当な名称であったといえる｡

2. 原住民貴族たちにとってのパンレ･プラジャの道

ここでは,なぜ貴族層が行政官を目指したかについて触れる｡ 彼らにとって魅力がなければ,

貴族優位のパンレ･プラジヤ制度は存続し得なかったはずである｡

原住民社会の中で植民地官吏であること,ましてやパンレ･プラジヤであることは最高の栄

誉であった｡従って,既に自らがパンレ･プラジヤであれば,その子弟をOSVn に送り込んで

パンレ･プラジヤへの道を歩ませることで社会的地位の再生産を企てようとするのは当然であっ

た｡また,パンレ･プラジヤではない貴族の血筋の者が子弟をパンレ･プラジヤに仕立てて立

身出世させようと考えても不思議はなかった｡例えば,後に国防相に就任するイワ ･クスマ ･

スマントリ (IwaKusumaSumantri)が1915年OSm に入学していったんはパンレ･プラジャ

の道を志したのは,ブパティの家柄にありながら,パンレ･プラジヤではなく学校長を務める

4)『統治年鑑1942年版』[Regeerings1942]及び軍政監部出版 『ジャワにおける著名なインドネシア人』
[Gunseikanbu1944]などから作成｡
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父親の希望を入れてのことであった [イワ1975:12-13]｡

植民地統治も後半になると,官吏だけが出世の道ではなかったことは確かである｡20世紀に

オランダが始めた倫理政策の効用で大都市には種々の学校があり,その卒業生を受け入れる多

様な職種が都市には生まれていた｡ そして上官やオランダ人官吏の顔色をうかがうことを常と

する官吏よりも,医師,弁護士,編集者,技師といった不安定ではあるが比較的自由な職種に

つくことを望む者も出てきていた｡そのことは,後のパスンダン大学学長ムフタル ･アフアン

デイ (MuchtarAぬndi)の自伝からも分かる｡ 彼の希望は高等技術学校 (後のバンドン工科大

学)を卒業して技師になることであった｡しかし結局,親の意向に沿ってMOSVIAに1935年入

学したのであった｡親が MOSⅥAを奨めた理由は,立身出世の問題ではなく金銭的なもので

あった [MuchtarAfEandi1997:82]｡ 金銭的理由とあるだけでそれ以上説明はないが,弟妹のこ

とを考えて早くパンレ･プラジヤとなって安定した生活をしてもらいたいというのが親の意向

であったのだろう｡

社会的栄達の道が複数化する時代にあっても貴族達の中にパンレ･プラジヤになることを希

望し続ける者がいたのは,やはり官吏が高い社会的地位を占め続けたからであろうし,また,

いったんパンレ･プラジャになれば居心地が良かったからであろう｡ 蘭領東インドは,人民の

政治参加というものが基本的に否定された ｢官僚国家｣であり,そこで彼らは原住民との関係

においては権力中心たり得たからである｡植民地統治後半になると,現職のブパティとは家系

の遠い中級 ･下級貴族もパンレ･プラジヤに参入してきており,旧貴族と新興貴族との間で争

いが起きていた [Sutherland1973b]｡ しかしこれは,社会階層的に見れば民衆を蚊帳の外にお

いたエリート間の争いでしかなかった｡

この貴族中心のパンレ･プラジヤは日本軍が侵攻してくるとどうなったのであろうか｡次に

その点を見ていこう｡

3.日本軍侵攻と原住民官吏登用の継続

ジャワに侵攻した日本軍は,オランダ時代には抑圧されていたスカルノやハッタなどのイン

ドネシア民族主義者を人民の動員のために利用した｡日本軍にとって,短期間で自らへの支持

を集める上でナショナリストは都合が良かった｡彼らが日本軍を支持する演説を大衆の前やラ

ジオのマイクに向かって行い,大衆動員を図ってくれれば良かったからである｡こうしてナショ

ナリス ト政治家が統治の側に参加するようになった｡

行政のあり方も変わった｡地方行政では理事州が州と改称され,州長官についた日本人が強

大な権限を握ることになった [Walker1967:111]｡5)その一方で日本人行政官不足を補い,現地

5)1944年末には,ジャワの三州でインドネシア人が州長官に就任した｡
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人を懐柔するため,インドネシア人が市長職や中央政府の官職といったオランダ時代には到底

不可能であったポストにも登用されるようになった｡但し,登用される官吏の質がさほど変わっ

たわけではない｡西ジャワではタンゲラン県とインドラマユ県で例外的起用がなされたぐらい

であった｡61『治官報』[ジャワ軍政監部 1989]の人事異動欄などを見る限り,ある県長ポス ト
を一族が占め続ける傾向は弱まったが,少なくとも西ジャワ域内についてはOSVIA･HBS出身

者が殆どのポストを握 り続けていた｡つまり日本軍は地方行政については基本的に彼らに頼っ

ており,その点ではオランダと変わりなかった｡

日本占領期の特徴はパンレ･プラジヤとインドネシア民族主義者とが共に統治者の側に立っ

たことである [Anderson1972:65] ｡ その結果,インドネシア民族主義者もまた統治することの

意味を理解することができ,独立宣言後にはパンレ･プラジャは味方であるとの発想をするこ

とができたのである｡ だが,現地民行政官が,労務者,兵補,従軍慰安婦といった形で人民を

表に立って徴用したため,これまで以上に住民の恨みを買った者も多かったことを付け加えて

おくべきであろう｡

ⅠⅠⅠ 社会革命の中のパンレ･プラジャ

1. 日本軍降伏後の地方の混乱

1945年8月15日,日本が連合軍に降伏した｡予想以上に早い時期での降伏であったため,中

央 ･地方を問わず正当な権力継承者など定まっておらず,混沌が招来しかねなかった｡スカル

ノやハッタなどが模索した道は,現状維持を委ねられ武装解除していない日本軍との対立を避

けることであった｡そして暗黙にであれ彼らの支持を取 り付けつつ,軍政の行政機構を基本的

にそのまま受け継いでインドネシア国家を樹立するという穏健な道であった｡一方,日本軍政

との協力を拒否してきたシャフリル,或いは彼を支持するスカルこ (Sukami),ハエルル ･サレ

(ChaemlSaleh)などの青年 (プムダ)達はこうした現状維持路線に反対であり,対日姿勢を明

確にした早急な独立を望んだ｡封建主義の否定も革命の目的とするシャフリルにすれば,｢パン

レ･プラジャは,オランダ植民地主義が我々の封建主義の残樺から作り上げた装置でしかなく｣,

変革が必要ということになる [Sjahrir1968:26]｡

中央レベルではこの二つが大きな流れであった｡独立宣言が8月17日という比較的早い時期

に,そしてあまり衆目を引かずにスカルノ宅前で行われたことは,それが二つの流れの妥協で

あったことを示している｡

共和国大統領スカルノや副大統領ハッタは,中央レベル,つまり内閣布陣では日本軍政期の

6)インドラマユ県県長は,結局,OSⅥA卒の官吏に代わった｡
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部長や参与を起用し,地方レベルではパンレ･プラジヤの地位を保証した｡パンレ･プラジヤ

もそれを受け入れた｡8月19日には,州副長官であったインドネシア人が日本人に代わって州

長官になった｡植民地期の最大地方行政単位であった州を復活させインドネシアを8州に分け

た｡そして,ジャワでは州知事ポス トに元ジャカルタ州長官スタルジョ･カルトハデイクスモ

(SutardjoKartohadikusumo)(西ジャワ州知事)など有力パ ンレ･プラジャを就任させた｡9月

2日には,全ジャワとマドゥラのパンレ･プラジヤを集めた会議がスカルノとスタルジョの提

案で開催された｡そこでスカルノはこう述べる｡｢インドネシア共和国の政府指導部の政策では,

パンレ･プラジヤは単に秘書,事務員,或いは職工長だとみなされていると思わないで欲しい｡

我々はパンレ･プラジヤの地位を下げたり,おとしめたりするつもりはない｡我々はパンレ･

プラジヤにはふさわしい地位を与える所存である｣[Anderson1972:113]｡その二日後の9月4

日に発表された初代内閣人事で,内務大臣に元バンドン県長ウイラナタクスマが就任したのは,

パンレ･プラジヤの立場を保証しようとする意図の反映であったのであろう｡ 彼は植民地末期

には人民評議会で活躍しており,スタルジョと並んでパンレ･プラジャの代表的人物であった｡7)

国民の統一を重視するスカルノやハッタにすれば,彼らを取り込むことは不可欠であった｡反

日的な勢力がパンレ･プラジャに取って代われば,日本軍との激しい戦闘は避けられなかった

し,彼らほど近代的行政に関する知識と経験を有するものは他にいなかった｡彼らが共和国に

忠誠を誓い直し,行政の歯車を回してくれればよかった｡パンレ･プラジャの側も異存はなかっ

た｡官職にあることで給与を得,権威と権力を引き出してきたのが彼らである｡ 基本的にそれ

らが保証される以上,インドネシア共和国支持派に回ればよかった｡ 州長官はレジデン

(Residen)になり,県長はブパティ (Bupati)になり,市長はワリ･コタ (WaliKota)になり

さえすればよかった｡

しかし地方では,上述の中央の意向が反映される政治状況にはなかった｡蘭領東インド期,軍

政期を通して地方支配の中心であったパンレ･プラジヤの権威は低下していた｡それは,日本

軍政期に彼らが行った統治に対する民衆の不満のゆえであったり,インドネシア国民委員会地

方支部 (KomiteNasionallndonesiaDaerah)などの公設組織において彼らが政治家たちと同列

に位置する状況になっていたりしたからである｡8)また,彼らの地位を支える武力もなかった｡

地域によっては急速な秩序崩壊が生じた｡西ジャワの三地域についてこの点を見てみよう｡

2.プリアンガン理事州

植民地時代,各県のブパティは世襲的性格が強く,住民の馴致も比較的うまかった｡彼らに

対立しうるインフォーマル ･リーダー,イスラーム指導者キヤイ (kiyai)とは比較的良好な関

7)ニナがウイラナタクスマについての比較的長い紹介を行っている [Nina1998:28ト289]｡
8)スメイルがパンレ･プラジヤの地位低下を強調している [Smail1964]｡
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係を築いていた｡9)革命が始まると,バンドンの名門ウイラナタクスマ家などは,即座に親も子

も共和国派になった｡親は既述のように内相になったし,タシックマラヤにいた長男マレが共

和国側についたほか,アフマ ド,メメッド,アッパースなどの息子は共和国軍に参加した｡ま

た,その他ダエン･コサシ ･アルデイウイナタ (DaengKosasihArdiwinata),ソリヒン･GP

(SolichinGP.)などの青年メナックも共和国軍であるシリワンギ師団に部隊長として参加した｡

従って,プリアンガン地区ではそれほどラディカルな権力交替は起きなかった｡例えば,バン

ドン県では250人中10%の村長,27人中12人の副郡長,9人中1-2人の郡長が交替させられた

が [Smail1964:122],県長が無理やり交替させられるようなことはなかった｡

3. ジャカルタ周辺

ジャカルタ周辺は私有地が卓越しており植民地時代から国家権力の浸透が弱かった｡そのた

め,日本軍降伏後の混乱期にはインフォーマルな地方の首領が権力を掌握した｡ジャカルタ州

長官スタルジョは,ナショナリストに変貌した地方の無法者たちによって一時抑留された｡カ

ラワン地区では日本占領期のインドネシア人部隊である祖国防衛義勇軍 (ペタ)が日本軍の武

装解除をいったんは成功裡に行った｡そして警察及び行政官との間に同盟を組んで秩序構築を

図ったが日本軍の反攻に遭い,県長や警察署長は捕まった｡その後,ブパル (Boebar)という

緯名を持つ無法者がカラワン県庁を占拠し,県長を自称した｡タンゲラン県では人民が蜂起し

て政府の統治機構は崩壊し,その蜂起を率い ｢人民の父｣を自称するキヤイのハジ･アフマド･

ハエルン (HadjiAchmadKhaemn)が独立政府を樹立した｡県長 R･アグス ･パ ドマヌガラ

(R.AgusPadmanegara)(OSVIA1917年卒)は辞めさせられ,下級官吏選出は人民の投票に委

ねられた [Cribb1991:50-53;Anderson1972:169] ｡

4. バンテン理事州

バンテン理事州では,理事官,三県 (パンデグラン,セラン,ルバック)の県長,各地の都

長に任官していた貴族が辞職した｡10'彼らに代わったのは,インフォーマル･リーダーのキヤイ

やジャワラ Gawara)である｡彼らは権力奪取の過程で行政官や警察を殺すこともあった｡キヤ

イは,軍政期のイスラーム取り込み政策もあって社会勢力として伸長したイスラーム指導者で

あり,その教え子として多くのサントリ (santri)を抱えていた｡ジャワラとはカリスマ,武術,

9)例えば,共産主義系運動のサレカット ラヤット(SarekatRakyat)が1920年代半ばに農村部にまで組
織化の手を伸ばしたとき,プリアンガンのブパティ達はサレカット･ヘジョ (SarekatHejo)などの組
織を作って対抗し,サレカット･ラヤットの影響力を削いでいった [Sutherland1973b:356-371;
Svensson1980を参照]｡
10)KH･ズフリ (KH.Zufri)(1945年から1947年までのセラン県ボンタン郡郡長)とのインタビュー,
1999年11月26日｡
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魔術で部下を集めるバンテンの無法者であった｡共に反パンレ･プラジヤという点では一致し

ていた｡パンレ･プラジヤはバンテン出身者ではなくプリアンガンの出身者が占めており,バ

ンテンはプリアンガンに支配されているとの意識も彼らにはあったようである [Williams1985:

56,74]｡ 彼 らの蜂起により理事官の R･Tg･テイルタスヤ トウナ (RTg.Tirtasujatna)

(OSⅥA1914年卒)はボゴールに逃亡した｡彼に代わってセランのペタ大団長であったキヤイが

集会により理事官に選ばれた｡セラン県ではジャワラが蜂起してセランの名門ジヤヤデイニン

グラット家出身の県長ヒルマン (HBS卒)を捕まえた｡後に釈放された彼はボゴールに逃げ,

ボゴール理事州副理事官に就任した｡ルバック県やパンデグラン県でもキヤイとサントリが立

ち上がった｡ルバック県の県長R･ハルデイウイナングン (RHardiwinangun)(OSⅥA1915年

辛)は殺害され,キヤイが県長に就任した｡ パンデグラン県の県長Mr･ジュムハナ ･ウイリア

アトマジヤ (Mr.DjumhanaWiriaatmadja)(HBS卒)はインドネシアの紅白旗の掲揚を拒否し

て逃亡し,ここでもキヤイが県長に就任した [ibid.:63;Anderson1972:335-337]｡

5. 民兵 (ラスカル)の台頭

キヤイや無法者が既存の自らのネットワークを利用して自立的な組織を作っていくことと並

んで,各地ではプムダが中心となって民兵組織 (通称,ラスカル (lasykar))が結成された｡ラ

スカルはスカル二やハエルル ･サレに近く,スカルノ,ハッタの共和国政府には必ずしも従わ

なかった｡チレボン地区では,45年10月以降,ユスフ Uusuf)率いるインドネシア共産党が勢

力を伸ばしていた｡民兵組織ラスカル ･メラを組織して,当地の共和国の軍警察と小競り合い

を繰り返していた｡46年2月には共和国軍をチレボン市から追い出して共和国の理事官,警察

署長を逮捕した [Anderson1972:342-347]｡

ジャカルタでは,9月中旬に上陸を開始した連合軍,蘭領東インド文民行政府に対して,ハ

エルル ･サレなどがインドネシア青年世代 (AngkatanPemudaIndonesia,API)というラスカル

を結成して対抗した｡その際,彼らは地方の首領とも接触を図り協力関係に入った｡12月には

英国軍の掃討作戦によりジャカルタは完全に制圧されたため,ラスカルはカラワンに移り,也

方ボスらと共にジャカルタ解放を目指して戦った [Cribb1991:54-55,57-83]｡

6. 共和国政府とパンレ･プラジヤの結束

こうしたラディカルな秩序変革,或いは連合軍-の闘争姿勢に対して,共和国政府側はパン

レ･プラジャを利用しつつ相手の組織化の程度に応じて硬軟両方の対応を取り,安定と秩序を

達成しようとした｡ジャカルタ理事州理事官セワカ (OSVIA1915年卒)は,各地に台頭して権

力を掌撞した地方ボスを郡長,県長にするなどLで懐柔を図った後,最終的には軍の力を借り

るなどして彼らを鎮圧した｡例えば,46年1月,副県長にR･アフヤド･ペナ (RAchjadPena)
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(OSⅥA1922年率)を据え,軍に治安を委ねることを条件に,共和国政府は ｢人民の父｣ハエル

ンのタンゲラン県長就任を認めたが,最終的に追放した [PemdaJabar1993:423-424]｡ バン

テン地方では,新たに理事官となったキヤイを牽制するために,共和国政府はユスフ ･アデイ

ウイナタ UusupAdiwinata)(OSⅥA1920年季)をバンテンの中心都市セランに拠点を置く西

ジャワ州知事に据えた [Williams1985:73]｡ ラスカルについては,プリアンガン地区では比較

的速やかに鎮圧されるか,シリワンギ師団に編入され,影響力は弱まった｡チレボンのラスカ

ル ･メラの蜂起も共和国軍により速やかに鎮圧された [Anderson1972:267,337]｡ また,カラ

ワン地区では貴族 R･ルバヤ ･スルヤナタミハルジャ (R.RubajaSurjanatamihardja)(OSⅥA

辛)や R･ジュアルサ (R.Djuarsa)(OSVIA1920年卒)がカラワン,プルワカルタのブパティ

に就任した｡

反社会革命という点で共和国中央政府と意見の一致を見たパンレ･プラジヤも,オランダが

本格的に西ジャワに進出を始めると,オランダによる安定と秩序達成の試みに参加するように

なる｡ 次にその動きを見たい｡

Ⅳ オランダの侵攻とパスンダン国樹立

1. オランダ再来

日本軍降伏から約-力月後,蘭領東インド文民行政府代表フアン･デル ･プラス (vander

Plas)が連合軍と共にジャカルタのタンジュン･プリオク港に降り立った｡｢インドネシアには

オランダ資本が多く投資されており,オランダがインドネシアから手を引くことはあり得ない｣

[Pramoedyaetal.1999:69]という彼の言葉にあるように,旧宗主国オランダは蘭領束インド

を独立国として承認するつもりはなかった｡オランダにとって,インドネシア共和国の中心人

物,スカルノやハッタなどは日本ファシスト-の同調者でしかなかった｡ フアン･モーク (van

Mook)副総督を中心とするオランダ側の戦略は,オランダと連合関係にある連邦国家を旧蘭領

東インドに建設するというものであった｡オランダは自らの勢力がインドネシアにおいて脆弱

であると認識 していたが故に,蘭領東インドの再建ではなく,連邦制を実現しようとしたので

ある [Yong1982:66-67]｡1947年3月にインドネシア共和国との間で締結されたリンガジヤ

ティ協定が,オランダ･インドネシア連合の結成とインドネシア連邦国家の形成を決めたのは,

オランダのそうした意向に沿うものであったといえる｡ 同協定において,オランダはインドネ

シア共和国がスマ トラ及びジャワ島に対して事実上の主権を行使していることを承認し,共和

国 (ジャワ,スマ トラ),ボルネオ,大東地域 (スラウェシ島などバリ以東の地域)の三つが連

邦を構成する国家となることが決まった｡その一方で,民主的手続きに則る限り,連邦構成国

家内のある地域が構成国家となる道も残された｡これは,西ジャワの地域住民が望めば連邦内
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の構成国家形成も可能だということであった｡オランダ側からすれば,住民が構成国家の形成

を望むように仕向ければよかった｡この協定が締結される以前に,既にジャカルタだけでなく,

ボゴール,バンドンはオランダの手中にあった｡オランダはパンレ･プラジャを味方に引き入

れて,彼らに構成国家を形成させていくことになる｡

2. カルタレガワによるパスンダン国樹立の試み

46年11月18日,パスンダン人民党 (PartaiRakjatPasundan,PRP)が誕生した｡その中心人物

は事大主義者のメナックで元ガルット県長 RAA･モハマ ド･ムサ ･スリア ･カルタレガワ

(RAA.MuhamadMusaSuriaKartalegawa)であった｡彼は,スンダ人はまだなお封建制を好ん

でおり,またプリアンガンでは上からのイニシアティブなくして運動などあり得ないという時

代錯誤的な確信を抱いていた [OBicieldγol.7,1978:512-514]｡

リンガジヤティ協定締結後の47年4月にはカルタレガワ自らが党首に就任し,5月にはバン

ドンでパスンダン国の樹立を宣言した｡彼の構想は,パスンダン国の統治を行うのはスンダ人

であり,統治の頂点である大統領には自分が就任し,新たなインドネシア国内法秩序が作られ

るまでオランダが全インドネシアの主権を持つことを認めるというものであった [Boervan

Meurs1984:34]｡ カルタレガワにとっても,オランダにとっても不満のない構想であった｡

スンダ人メナックではバンドンのウイラナタクスマ家を含め,この建国宣言に賛意を表明す

るものはいなかった｡一因は反オランダ意識であった｡それと並んで,成り上がり貴族でしか

ないカルタレガワがいち早くオランダ支持を鮮明にすることでオランダの厚遇を受けることへ

の反発もあったようである｡11)彼を大統領とするパスンダン国が誕生すれば,他のメナックは軒

並みその配下に置かれてしまう恐れがあったからである｡オランダ側は当然の事ながらカルタ

レガワの行動に好意的ではあったが [Yong1982:104-108],こうした事情から結局,彼の建国

宣言を黙殺し,武力による西ジャワ地区の実効的支配を図ることになる｡46年末には12月7日

部隊がインドネシアに到着しており,オランダの兵力は10万人に達していた｡その一部が西ジャ

ワの実効的支配にあてられた [Cribb1991:161]｡

3. オランダによるパンレ･プラジャの再登用

47年 7月,オランダは (第一次)軍事行動を起こし,西 ･東ジャワの主要都市,スマ トラの

メダン,パレンバン周辺を支配下においた｡他の地域と同様,西ジャワでも建国工作をすすめ

ll)パスンダン国建国宣言を行う前にカルタレガワはアブドウルカディル弁務官に次のように述べている｡
｢プリアンガンのブパティ達は,間違いなくオランダ･インドネシア連合によって政策が遂行されるこ
とに懐疑的である｡今や彼らはそうした連合で私がどのように過されるか知っているからである｡私

は,私の (オランダ-の)信頼と忠誠の犠牲になってしまった｣(括弧内は筆者注)[0卵cieleVol.7,
1978:513]｡
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た｡建国にあたり,オランダはパンレ･プラジャを再び起用することを考えた｡オランダにす

れば,日本軍に協力した裏切 り者 [Sutherland1973b:527]である彼らに代わって統治を担いう

る者はいなかった｡カラワン県長ルバヤやプルワカルタ県長ジュワルサは,オランダ軍が侵攻

してきたとき,逃げずにオランダ側の県長に就任した [Cribb1991:161]｡ タンゲラン県長を辞

めさせられたアグスを始め,共和国のボゴール県長,スカブミ市長,マジヤレンカ県長なども

オランダ側についた｡バンテンから逃げてきたテイルタスヤ トナ前理事官もオランダ側につい

た｡セランから逃げたヒルマンは西ジャワ地区行政問題担当弁務官 (Recomba)に着任した｡こ

の弁務官はフアン･モークに直接責任を負い,軍部と協力して文民行政及び警察を統括する役

割を担う要職であった [Boer-vanMeurs1984:42] ｡ バンドンでは,共和国支持に回ったウイラ

ナタクスマ家のマレ (Male)(MOSⅥA1934年季)がプリアンガン理事州警察署長を辞めて部

下を連れて山間部に引きこもっていた｡オランダによるバンドン県長就任要請に対し,マレは

最初は拒否していたものの [β7,2December1947],最終的には応諾した｡

共和国勢力が未だに根強かった西ジャワ東部方面でもオランダは貴族や行政官に近づいた｡チ

アミスではブパティの息子 R･オットー ･クスマスプラダ (R.OtoKusumasubrata)に接触し

た [BoervanMeurs1984:41]｡12)彼は西ジャワ国家形成支持派に回った｡一方,チレボン方面

では,三つあるスルタン家の一つ,スルタン･カノマン (SultanKanoman)家の指導により,

スルタン ･チレボン (KesultananCirebon)の再建を目論むチレボン人民党 (PartaiRakjat

Cirebon)が結成されていた｡PRP結党と時を同じくしていたことからしてオランダの後ろ盾が

あったことは間違いない｡残 り二つのチレボンのスルタン家 (Kesepuhan,Kecirebonan)は支

持する様子がなく,テレボン人民党は立ち消えとなっていった [ORicieldVol.ll,1983:197]｡13)

続いて軍事侵攻後には,オランダはチレボン県長 R･マクムン･スマデイプラジヤ (R.Ma'mun

Sumadipradja)(HBS卒)と接触を図った｡彼は後にできたパスンダン国ではプリアンガン理事

州秘書,内相となる｡

4. パスンダン国再樹立の試み

オランダはこのように西ジャワ各地の行政官 トップや有力者の取 り込みを図りつつ国家建設

を企てた｡そしてオランダの悦偏国家と呼ばれないように,言い換えれば,建前は民主的であ

ることを示すために,西ジャワの代表とされた人物を集めて47年10月から48年3月にかけて三

回の会議を開いて彼らの意見を聞いた [Tuhutemn.d.参照]｡第三回会議 (2月23日～3月5

日)がパスンダン国建国の上で最も重要であった｡

12)ブール ･フアン ･ムールスはチアミスのブパティの息子をR･オットー ･スブラタとしているが,文
脈からすればR･オットー･クスマスプラクである｡
13)第一一回西ジャワ会議でスルタン ･カノマンはチレボンを特別地域にするよう求めたが,それ以後目立っ

た動 きはない [Tuhutemn.d∴4]｡
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第三回会議出席者は,バンテンを除く西ジャワ各地から不正な選挙 [Kahin1952:241-243;

Boer-Van Meurs1984:49-511で選ばれた者とジャヤデイニングラット弁務官が任命した者と

の合計100名 (インドネシア人78名)[Parlemen1949;Zakboek1949参照]からなる｡この会議

においてパンレ･プラジヤと並んで重要な役割を果たしたのは,バグユバン･パスンダン

(PaguyubanPasundan,以下 PP)というスンダ人社会 ･教育 ･政治組織のメンバーである｡

PPは,民族主義的組織の萌芽とされるブデイ･ウトモがジャワ人中心的であることに嫌気が

さした中級貴族出のスンダ人青年が1913年に作った組織である｡ オランダ時代にはオランダ同

調派として人民評議会や西ジャワ各地の県議会で議席を占めていた｡パスンダン国議会でPPが

有力な勢力となったのは,スンダ人居住区を中心とするパスンダン国建国の上で,PPがオラン

ダには格好の協力相手と映ったからであろう｡

だが,第三回会議に参加した PPのメンバーの足並みは揃っていたわけではない｡一方には

RS･スラディルジャ (RS.Suradiredja)を中心として連邦制支持,つまりパスンダン国堅持派の

国民会派があり,他方にはR･アディル ･プラディルジヤ (R.AdilPuradiredja)を中心とする

統一共和国支持のインドネシア会派があった｡

当会議開催中,アディル達のようにパスンダン国を塊偏と見て建国に反対する者もいたが,オ

ランダ人理事官モルシンクは議長ジュワルサに逐次指示を与える議事運営をしてそうした反対

を無視した [Boer-vanMeurs1984:47-54]｡議会外でも,統一共和国支持派,つまりパスンダ

ン塊偏国家反対派の立場は48年 1月のレンヴイル協定によって弱まっていた｡オランダと共和国

との間で締結されたこの協定により,共和国側は実質的にオランダの第一次警察行動とそれに伴

う主要拠点占拠を認めた｡従って,それまで展開していた共和国軍の精鋭シリワンギ師団も西

ジャワからの撤退を余儀なくされたのである｡西ジャワにはパスンダン国に強硬に反対する勢力

はいなくなり,建国-の大きな障害はなくなっていた｡2月26日には,第三回会議はパスンダン

国暫定議会となり,会議出席者は暫定議会議員となり,西ジャワ暫定政府の設置が決まった｡

5. パスンダン国の誕生とパンレ･プラジヤによる秩序再現の試み

パスンダン国暫定議会でスンダ語が公用語の一つとなり,国名はパスンダン国となった｡国

名がパスンダン国となったのは,ジャワの西部を意味するジャワ･バラット UawaBarat)では

なく,スンダ人の地であることを示すパスンダンを国名とすることを求める動議が全会一致で

採択されたからである｡48年3月4日,国主選挙が暫定議会において行われ,ウイラナタクス

マがヒルマンを破って国主に選出され,4月下旬にはフアン･モークも出席する中で国主就任

式典が行われた｡5月8日には,アディルを首班とする内閣が誕生した｡ここにパスンダン国

14)正確に言えば,1948年6月11日のオランダ東インド法1948年第115号により西ジャワ州が解消され,そ /

216



岡本 :革命期を生き抜いた植民地期原住民行政官吏 (パンレ･プラジャ)

が成立 した｡14)

かつて共和国の理事官,県長,市長であった者の大半はパスンダン国の要職に就いた｡経済

的魅力の乏 しきもあって共和国領のまま残ったバンテン地区から逃げてきていた県長達もパス

ンダン国内で官職を得た｡パスンダン国成立からパスンダン国の行政組織解体 (50年3月13日)

までに,少なくとも29名のインドネシア人が理事官,県 ･市長に就任 した｡15)ラデンを冠する者

が26名,マスを冠する者が 2名であった (不明 1名)｡26名が確実に (M)OSⅥA を卒業してい

た (89.7%)｡ これは,独立宣言後にラスカルや無法者が否定しようとし,そして共和国中央政

府が維持 しようとした旧パンレ ･プラジヤ中心の秩序をオランダが再建 したことを意味 した｡

確 か にバ ン ドン県 の マ レ, ス カブ ミ県 の RAA･ス リア ダヌ ニ ング ラ ッ ト (RAA.

Suriadanuningrat)(OSⅥA卒)などの権威は住民に広 く行き渡ってお り,正当性があればパス

ンダン国が存続 してもおかしくなかった｡16)

6. パスンダン国の崩壊

問題はこのパスンダン国の正当性であった｡ 公用語にスンダ語を据え,国名をパスンダンと

したところで,建国経緯に明らかなように,このパスンダン国から促偏 という形容詞を拭い去

ることは出来ず,その正当性の欠如を補いうるものではなかった｡それ故に,49年12月のハー

グ円卓協定を経てインドネシアが連邦共和国として独立し,パスンダン国がその連邦構成国と

して認められたにもかかわらず,パスンダン国解体の動きは止まらなかった｡陸軍参謀長ナス

テイオンを中心 とする陸軍はパスンダン国解体に動いていた｡

国主は ｢インドネシア国軍がパスンダン国を解体に導 くよう人民に圧力をかけている｣[HI,9

JanuaIY1950]と述べて国軍を非難していた｡しかし,主権移譲に伴ってオランダ軍は撤収 し始

めてお り,シリワンギ師団が西ジャワの治安担当となっていた｡さらにその頃にはジャワ人が

シリワンギ師団の トップ,師団長,参謀長,副参謀などを占めてお り組織としてはパスンダン

国支持に流れようもなかった [Sundhaussen1982:54] ｡

＼ の権限がパスンダン国に移り,更に同日の第116号法によりパスンダン国の統治権限が決まったときに
パスンダン国が誕生した｡

15)同一人物が異なる期間に異なるポストに就いていた場合,一人とカウントする｡地方行政官データに
ついては,『パスンダン国広報』[BNP],『ジャワにおける著名なインドネシア人』[Gunseikanbu
1944],『パスンダン国議事録』[Parlemen1949],『西ジャワ行政史』[PemdaJabar1993],『パスンダ
ン国議会議員用ポケットブック』[Zakboek1949;1950],『パスンダン国公報』[WRP]などに依拠し
た｡

16)マレの場合,代々バンドン県を統治してきたウイラナタクスマ家の権威 ･権力であり,スリアダヌニ
ングラットの場合,その個人的権威であった｡オランダは人民の反発を恐れて,マレを強引にバンド

ン県長に就任させようとした [βJ,2December1947]｡スリアダヌニングラットは,オランダもその
影響力を無視できないだけでなく,共和国軍からも敬意を集めていた｡ムフタル･アフアンデイ (パ

スンダン国のスカブミ県公務員)の自伝 [MuchtarAffandi1997:149]及びムフタル･アフアンデイ
とのインタビュー,1998年9月10日｡
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パスンダン国の窮状打破のため,50年 1月には恐らく国主も関与する形でパスンダン国をイ

スラーム国家に改変するクーデター事件が起きた｡西ジャワ東部でイスラーム国家樹立のため

に勢力を拡大して共和国と武力対立を繰 り広げていたダルル ･イスラーム,そして元王立植民

地軍大尉のウェステルリング (Westerling)率いる ｢ラトウ･アディル軍｣(AngkatanPerang

RahAdil,APRA)が,パスンダン国閣僚と共謀したクーデターであった｡その一環としてAPRA

は,バンドン駐屯の王立植民地軍と王立軍の兵士も加えてバンドンを占領し,シリワンギ師団

の兵士79人を殺害した｡シリワンギ師団がすぐに抗戦の構えを見せると,オランダもAPRAに

バンドンからの撤退を求め,クーデターは未遂に終わった｡17)どこまでこのクーデターが計画性

を持っていたのか定かではない｡だが結果として,これまで以上に反パスンダン国感情を盛り

上げ,各地で共和国-の統合支持の声が挙がった｡ 1月30日,ウイラナタクスマは声明の中で,

｢あらゆる支援を得て｣パスンダン国解体を目論･む集団の圧力に耐えきれず,国主を辞めると述

べた [Sip,30January1950]｡50年3月にはパスンダン国は解体が決定し,西ジャワ州として共

和国の一部になった｡インドネシア統一共和国が誕生するより5カ月前のことであった｡

Ⅴ パスンダン国公職者の行方

統一共和国誕生後,このパスンダン国公職者はどうなったのであろうか｡まずパスンダン国

公職者が,パスンダン国存続中及び解体後どのような立場をとり,またどのように認識されて

いたのかを予め見てから,この間題に立ち入 りたい｡

1. パスンダン国公職者達とは

オランダの圧力なくして建国しえなかったパスンダン国の公職者を見てみると,共和国寄り

と見られる人物もいた｡ そもそもウイラナタクスマも国主に選ばれたときには自分は共和国派

であると公言しており,共和国派と見ることも可能であった｡18)首相アディル,内相スマデイプ

ラジャ (元チレボン県長)や官房長官 Mr･コサシ･プルワヌガラ (Mr.KosasihPunVanegara)

にしても共和国派と見なされている人物であった｡また,オランダに捕まってパスンダン国官

吏になった者もいた｡更にレンヴイル協定以後,共和国の公務員が連邦構成国に勤務すること

を共和国副大統領ハッタは許可しており,生活苦などからパスンダン国の公務員となる者もい

た｡19)従って,国家は塊偏といえでもパスンダン国公職者が一概にオランダ同調者とはいえな

17)この西ジャワでのイスラーム国家樹立計画と後述するスルタン･ハミドニ世のクーデター計画との両者
にウェステルリングは関与していたが,この二つの計画の有機的連関については唆味である [Persadja:
1955;Boer-VanMeurs1984:90-92;Indonesia[1953]:267-282;Ta血Ig1998:107-112参照]｡
18)上述のように,彼はパスンダン国存続のためにイスラーム国家樹立に動いた形跡があり,実質的には
統一共和国支持派とは言い難かった｡しかし,この動きは殆ど表沙汰にならずにすんだ｡
19)当時の州知事ウカルがハッタから直接承諾をもらったことである [AatSuwangsaandZaenalAbidin
1995:137]｡
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かった｡だが,パスンダン国官吏として給与を受け取って生活していたことは間違いなく,そ

れだけでも共和国支持派として生活苦に陥っていた者には反発する十分な理由となった｡｢元パ

スンダン国公務員達はあの世に送られるべきだ｣と言い放つ者までいた [Sip,29March1950]｡

革命期の高揚が顕著に残る時代には,言説の上で物事に白黒をはっきりさせることが自らの権

威 ･権力を高めることにつながる｡ だとすれば,共和国派がこうした発言をするのは当然とい

える｡ しかし問題はそれがどこまで実現したかである｡

2. オランダ同調者 (Co)の刻印

パスンダン国の共和国への編入が確実視されるようになった頃,パスンダン国に勤務したか

否かで同調者 (Co)と非同調者 (Non)との区別が生まれ,前者は解職という不利益を被る可

能性が出てきた｡PP系の新聞 『シバタフナン』では連日この NonとCoの問題が取り上げら

れたし,タシックマラヤでは1月末の時点では既に126人の村長が辞職していた [Sip,19Janu-

aⅣ1950]｡1950年第 1号共和国政令でも,とりわけトップ ･ポストについてはNonを優先する

よう求めていた [HI,4Apri11950] ｡ インドネシア共和国のパモン ･プラジャ (Pamong

Pradja)組合 (SSPP)は,インドネシア連邦政府に手紙を送り,パスンダン国のパモン･プラ

ジャは母国 (nusadanbangsa)のために辞職することを求めていた [HI,20February1950] ｡

ちなみに,このパモン･プラジヤとは領域の奉仕人を意味し,パンレ･プラジヤに取って代わ

る共和国地方行政官の名称である｡

こうしたNonからの突き上げもあり,パスンダン国の高 ･中級官吏については一時,主とし

て西カリマンタンへの異動が取り沙汰された｡西カリマンタンでは軍政期に大半のパモン･プ

ラジヤが殺害され,人材の補填が必要であったからである｡ この異動を持ちかけたのはカリマ

ンタンの都市ボンティアナックのスルタン･ハミドニ世 (SultanHamidII)であった｡彼はイ

ンドネシア連邦共和国国務大臣で強硬な連邦制支持派であった｡2月20日にバンドンを訪れた

スルタン･ハミドニ世はジュアルサ議長に対し,カリマンタンの西にあるバンカ･リアウ理事

州の調停官就任を奨めた [〃7,25May1950]｡50年 3月下旬にはパスンダン国の高 ･中級官吏

の大半に当たる62名が西カ1)マンタン-の異動を希望した [HI,20March1950]｡ 彼らが如何ほ

どの危機感を抱いていたかが分かろう｡ しかしこの話は実現しなかった｡連邦共和国へのクー

デター容疑でスルタン･ハミドニ世が連邦検察庁長官の命令により逮捕されたからである｡ 結

局,県長 ･市長については一時,西ジャワ州知事付きとする処分が行われた｡では彼らはその

後どうなったのかを次に見ていきたい｡

3. パスンダン国高官の行方

パスンダン国高官の行方を追跡してみると興味深いことが分かる｡パスンダン国の県長 ･市
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長ポストは全部で19あった｡解体時期にそうしたポストに就いていたことが分かっている18名

について見てみると,4名はそのまま同じポストにあり,西ジャワ内の他の県長 ･市長になっ

たものが4名いた｡昇進して副理事官,理事官になったものが2名おり,中央政府に異動した

者が 1名,外島に派遣されたものが 1名いた｡ また,退職した県長の代わりにパスンダン国期

の副県長が県長に昇進したケースも一つあった｡20)要するに確実に半数以上が,同調者とされな

がらも,現状維持,或いは昇進したことになる｡ 但し,横滑りに他の県 ･市長になった県 ･市

長がいたというのは,行政官が異動可能,取り替え可能な官吏的性格を強めたことを示すのか

もしれない｡同じ人物が留任し得たか否かについては地域差があった｡プリアンガン理事州で

は継続性が高かった｡例えば,解職話が持ち上がっていたバンドン県長のマレの場合 [Sip,20

March1950],県内の郡長が村長,警察,パモン･プラジャにマレの県長留任動議を提出するよ

う圧力をかけていた｡住民の中には村長がそうした動議を出したことに反発した者もいたが,マ

レは留任に成功した [HI,31March1950;1April1950]｡ マレが留任すれば,その部下の郡長

なども留任できたであろう｡これはマレにとってもその部下にとっても好都合であった｡ 一方,

テレボン理事州の四県では,共和国の県長としてパスンダン国統治下にゲリラ的に存在してい

た元郡長などが正規の県長に就任した [HI,25April1950]｡

県長 ･市長以外の官職にあったものでいえば,既に高齢で心臓発作に襲われ左手足が麻痔し

ていた国主は官職を退いた後,スンダ文化振興を図る団体で活動を続けた｡ パスンダン国議会

議長兼カラワン理事州理事官ジュアルサは50年代に入ってからはバンドン市議会議員やバンド

ン観光委員会副委員長などを務めた｡パスンダン国首相付秘書であった R･トレスナ (R

Tresna)(OSⅥA 1920年卒)は西ジャワ州地方議会 ･行政府官房長を50年代半ばまで務めた｡ま

た,パスンダン国議会内で連邦制支持会派をなしていた政党パルキ (元国民会派)はその後も

政党として存続したし,党首のスラディルジヤは後に私立パスンダン大学学長に就任した｡同

じく連邦制支持派として共和国支持派に買収工作をかけ,文相も務めたRU･ユダクスマ (RU.

Judakusumah)は統一後,西ジャワ域内諸学校監督官に就任した｡21)

4. パスンダン国公職者の生き残りを支えたもの

多くのものがこのように生き残った理由としては二つの要因が考えられる｡ ①官僚としての

能力,(訂血縁ネットワークの二つである｡①の能力とは,地方行政運営のための実務能力のこ

とである｡ 行政の知識と経験を持った官吏の数は地方では限られていたであろう｡ 独立を達成

した結果,オランダ人や日本人が占めていた中央政府のポス トにインドネシア人が座ることに

20)残りの5名については,州知事付きとなって以後の行方は不明である｡恐らく,州官庁で何らかの公
職に残り続けたと思われる｡

21)ユダクスマの買収工作については中央軍事情報部資料参照 [CMID1948]｡
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なり,地方での人的資源にしわ寄せが及んだ｡しかも,非同調者であった馬車の御者,市場監

督官やホテルのボーイが分郡長になるということも起きていた [HI,3February1950]｡Nonか

Coの区別はイデオロギー的には,或いは個々人の感情の上では重要であったが,行政の運営を

考えれば ｢適材適所｣の保証もまた重要であった｡西ジャワ州知事に就任したセワカ (Sewaka)

(OSⅥA1915年季)はこの間題に頭を悩ますこととなった｡行政官としてチレボン県長 (日本

占領期)まで勤め上げた彼自身は,オランダによるパスンダン国首相就任の要請を拒否した共

和国派であり,Non寄りであった｡但し,客観的基準 (能力と適性)の重要性も十分認識して

いた [Sib,29March1950]｡上述の トレスナやパスンダン国スカブミ県副県長から県長に昇進

した R･アブドウルラジヤク ･ウイジャヤスリア (R.AbdulradjakWidjajasuria)(OSVIA1925

年季)などは能力が認められた例であろう｡

5. 血縁ネットワーク

(丑のネットワークとは,姻戚関係で構築された西ジャワの貴族ネットワークのことである｡ こ

うした西ジャワの貴族層がこぞってパスンダン国を支持したわけではなかった｡例えば,独立

宣言後に国軍に参加して将校になった者はそのままシリワンギ師団に残った｡創設間もない国

軍将校は青年が多く,彼らは名望家の家系であることが多かった｡特にシリワンギ師団に入隊

したスンダ人はそうであった｡従って,父と息子,兄と弟という家族関係にあってパスンダン,

共和国の二手に分かれ,それぞれで要職を占めることは珍しくなかった｡いくつかの例を以下

に挙げてみる｡

パスンダン国建設に導いたジュアルサは息子がシリワンギ師団で大隊長を務めていた｡チア

ミスのメナックである元共和国西ジャワ方面軍司令官 R･デイデイ･カルタサスミダ (R.Didi

Kartasasmita)は軍内対立で軍を離れた後パスンダン国に勤務した｡その兄フセイン･カルタサ

スミタ (HuseinKartasasmita)は国民党員でありジャカルタの共和国政府代表であった｡シリ

ワンギ師団の大隊長アフマ ドはパスンダン国主の息子であり,バンドン県長の弟であった｡パ

スンダン国厚生相は,チアミスのメナックである同師団のスカンダ･プラダマンガラ (Sukanda

Bratamenggala)の義理の父親であ り,なおかつ小隊長オチェ ･ジュンジュナ ン (Otje

Djundjunan)の父親であった｡タシックマラヤのメナックである同師団のR･ソリヒン･GPは

兄のコサシがパスンダン国官房長官であったし,同じ一族の元タシックマラヤ県長 R･スナル

ヤ (R.Sunarja)もパスンダン国にいた｡パスンダン国内相スマデイプラジヤの弟は同師団小隊

長であった (1949年オランダ軍により殺害された)｡メナックの血筋にあたる同師団大隊長セン

トット･イスカンダルデイナタの父親は,初代共和国内閣で国務大臣の R･オットー ･イスカ

ンダルデイナタ (R.Otolskandardinata)であり,父親の兄二人がそれぞれ文化相と国会議員と

してパスンダン国にいた｡同師団の大隊長 R･エディ･スカルデイ (R.EddieSukardi)は父親
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がパスンダン国国務相であった｡同じく大隊長ナスヒ (Nasuhi)はチアミスのメナック,共和

国西ジャワ州知事ウカル･ブラタクスマ (UkarBratakusuma)(弟),パスンダン国主の助言者

であったエマ ･ブラタクスマ (EmaBratakusuma)(兄)と親戚関係にあった.22)

親子や兄弟以外の親戚関係のネットワークも重ね合わせるならば,共和国とパスンダン国を

つなぐ貴族の血縁ネットワークの広がりが明瞭になるであろう｡23)こうした血縁関係の存在が,

統一共和国誕生後,パスンダン国側についた者への非難を弱める作用を果たしたことは間違い

ない｡最初のパスンダン国建国を宣言したカルタレガワは娘をアフマ ド･ウイラナタクスマに

嫁がせた｡この婚姻の直接的背景が何であれ,カルタレガワの体面が保たれたことは間違いな

く,貴族としての連帯感を示す適例である｡

またPPのネットワークもあった｡上述のようにPPはパスンダン国内にあって二派に大き

く分かれていたが,更にもう一派が共和国の首都ジョグジャカルタに避難していた｡それは,ア

ディルの姉エマ (Ema)やジュアンダ (Djuanda)など共和国の首都ジョグジャカルタにいたメ

ンバーであり,はっきりとパスンダン国解体を求め続けていた｡こうした立場の違いが生じた

のは,西ジャワの最善の発展を図るという戦略を同じくしながら,それを達成するための戦術

が違ったからだったと思われる｡従って,統一共和国が与件となったとき,かつてのこうした

立場の違いにもかかわらず,彼らの多くはパスンダンの後身であるパルキで共に政治活動を続

けた｡後の首相ジュアンダもパルキ党員であった｡

Ⅵ 終 わ り に

以上のことをふまえると次のように述べうるであろう｡ オランダ植民地時代,官吏養成学校

を卒業してパンレ･プラジヤとなりえたものは限られた貴族 (の子弟)であった｡日本の降伏

によって権力の中心がなくなると,パンレ･プラジヤは社会革命の標的となった｡パンレ･プ

ラジャの中には管轄地域から逃亡したり,最悪の場合には殺害されたりしたものもいた｡しか

し,西ジャワの高官を全体として見渡せば,相当数が生き残った｡何よりも共和国政府がパン

レ･プラジヤを必要とし,彼らの身分保障をしたからである｡

その後,塊偏といわれるパスンダン国が西ジャワに建国されると,かつての高官でこの国家

22)パスンダン国に親族がいた場合,パスンダン国解体のおりに,セントットなどのように人事異動によ
りシリワンギ師団から他部隊に派遣された者もいた｡しかし,国軍組織内の異動であり,その後に昇
進は可能であった｡

23)例を挙げると共和国初代労働相イワ･クスマ･スマントリ (IwaKusumaSumantri)の弟RG･スリ
ア･スマントリ (RG.SuriaSumantri)はパスンダン国議会国民会派に所属していた｡この兄弟は,プ
ラディルジヤ兄弟姉妹 (アディル,クスナーバスンダン国側;エマー共和国側)と親戚関係にあった｡
スリア･スマントリはプラタマンガラと共にジュンジュナン･ステイアクスマ (Djundjunan
Setiakusumah)(パスンダン国厚生相)の娘を嫁にしている｡
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の高級ポストに就いたものは多くいた｡しかし,彼らを一括してエリートを構成する階層とし

て捉えた場合にはもちろん,パスンダン国で要職に就いた個人のレベルで見ても,統一共和国

誕生後にラディカルな形での地位後退は起きなかった｡それは,植民地国家であれ,国民国家

であれ,近代国家であれば不可避的に要請される ｢実務処理｣或いは ｢行政｣の知識 ･経験に

おいて彼らが必要とされたからであり,共和国側にもパスンダン国のエリートと出自を同じく

する仲間がおり,抽象的なレベルでは ｢パスンダン国 vs.共和国｣という対立関係は成り立ち

得ても,具体的な局面ではそうした関係は成り立ち得なかったからでもあった｡統一共和国に

編入された後,パスンダン国を共和国化する一環として,共和国の首都であったジョグジャカ

ルタから人材が送り込まれるということも一部では生じた｡しかし彼らはジャワ人であったた

めに ｢ジャワvs.スンダ｣というエスニックな対立が問題として浮上し,貴族官吏の継続性と

いう点からは視線をそらすことにさえなった｡

では統一国家が誕生し,政党政治が開花した50年代にパンレ･プラジヤはどうなったであろ

うか｡システムとしてはあまり変わっていない｡それは,｢現在もインドネシア共和国によって

採用されている行政制度は,(実際には植民地期の制度であり)今後も使われ続けるのであるな

らば,高官となるすべてのパモン･プラジャは分郡長としての経験を先に積むべきである｣

[Sewaka1955:40]とセワカが述べていることからもわかる｡ 人員の面で見ても,西ジャワの

州知事,理事官,県 ･市長に関する限り,半数以上は (M)OSm 卒の者であり続けたのであ

る｡ こうした50年代の検討は次の課題としたい｡
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